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じょうずな手
て

洗
あら

いのしかた
ヨボウ仙

せん

人
にん

の知
ち

恵
え

ぶくろ

じょうずな
ヨボウヨボウ

手
て

を洗
あ ら

ったと思
お も

っていても、
病
びょう

原
げ ん

体
た い

が残
の こ

っていることがある。
病
びょう

原
げ ん

体
た い

はしぶといからのぉ。
いいかげんな手

て

洗
あ ら

いのしかたでは
意
い

味
み

がないのじゃ。
しっかりとな。

水
みず

で軽
かる

く洗
あら

う。

指
ゆび

先
さき

やつめを洗
あら

う。

親
おや

指
ゆび

をにぎって、ねじる
ようにあらう。

石
せっ

けんをつけてあわ立
だ

てる。

左
さ

右
ゆう

の手
て

の指
ゆび

を組
く

ませて、
指
ゆび

のあいだを洗
あら

う。

手
て

首
くび

もしっかり洗
あら

う。

手
て

のひらをこすり合
あ

わせ
て洗

あら

う。

手
て

の甲
こう

を洗
あら

う。

流
りゅう

水
すい

で石
せっ

けんをきれいに
洗
あら

い流
なが

す。
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石
せっ

けんをよくあわ立
だ

てることで、すみず
みまで洗

あら

いやすくな
る。少

すく

なくとも30
秒
びょう

は洗
あら

うのじゃぞ。
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手
て

を洗
あら

ったら、せいけつなハンカチや
タオルでよくふくことじゃ。きたない
ハンカチやタオルでふくと、せっかく
洗
あら

った手
て

に病
びょう

原
げん

体
たい

がついてしまうぞ。

洗
あら

い残
のこ

しが多
おお

いところ

手
て

のつめは、10日
か

で１mmく
らいのびる。つめのあいだに
は、よごれや病

びょう

原
げん

体
たい

が入
はい

りこみ
やすいので、しっかり手

て

入
い

れし
よう。足

あし

のつめは手
て

のつめより
のびるのがおそいので、手

て

の
つめを切

き

る２回
かい

に１回
かい

くらいの
ペースで。

つめの切
き

りかた
❶白

しろ

い部
ぶ

分
ぶん

を少
すこ

し残
のこ

して、つ
めの先

さき

を切
き

る。

★つめを切
き

るときは、つめきりを使
つか

おう。

❷角
かど

は白
しろ

い部
ぶ

分
ぶん

を少
すこ

し残
のこ

して
切
き

る。

❸反
はん

対
たい

がわの角
かど

も同
おな

じように
切
き

って、やす
りをかける。

足
あし

のつめは先
さき

の
白
しろ

い部
ぶ

分
ぶん

の長
なが

さ
が１mm残

のこ

るく
らいに切

き

る。左
さ

右
ゆう

の角
かど

に少
すこ

し丸
まる

みをつけるよう
に切

き

る。

指
ゆび

のあいだ
つけねのあたりまで
しっかり洗

あら

って。

つめのあいだやまわり
よごれがたまりやすいので、
きちんと洗

あら

おう。

指
ゆび

先
さき

とくに手
て

の甲
こう

がわに
気
き

をつけよう。

手
て

首
くび

そでをまくって
洗
あら

おう。

親
おや

指
ゆび

つけねのあたりも
わすれずに。

手
て

のしわ　　
病
びょう

原
げん

体
たい

が入
はい

りこんで
いるよ。

とくに気
き

をつけて、洗
あら

い残
のこ

しのないようにしよう。


